
4年次

ねらい

救急医療は身体的急変に対応する医療である。急変時の病態生理と治療について理解を深める。

１． 救急医療・集中治療で必要な基本的な知識・手技を身につける。

２． 信頼できる情報に基づいた医療を実践できる礎を築く。

学修目標

１． ショックの病態と一次・二次救命処置を述べることができる。（Ⅱ-7）

２． 外傷・敗血症・災害での初期対応を述べることができる。（Ⅳ-4）

３． 救急医療システムを述べることができる。（Ⅳ-10）

４． 質の高い文献の入手法、批判的吟味について述べることができる。（Ⅳ-5）

事前事後学習の方法

１． 事前：事前配布のPDFおよび「標準救急医学　第5版」の該当箇所を必ず確認する。

２． 事後：授業の復習をPDFや「標準救急医学　第5版」該当箇所、その他の資料で復習する。

成績評価方法・基準

１． 講義毎の小テスト、最終テストの結果を基に、受講態度や出席状況を加味し、総合的に判断する。

２． 100点満点換算で、A、B、C、D、Fの5段階評価とする。

○ 教　科　書

日本救急医学会監修 「標準救急医学　第5版」　医学書院  ISBN-13: 978-4260017558

を購入し自己学習すること。

○ 参　考　書

なし

　　 講義：２２０５講義室

第１層 第２層 第３層 第４層

R8.9.1 火 5･6 心停止患者の初期対応（一次・二次救命処置） （小テスト） PS 03 05 05 内田　貴之

9.1 火 7･8 敗血症と急性呼吸不全 （小テスト） PS
03
02

03
07

08,12-15
04,05

尾辻　健

9.3 木 1･2 中毒・環境因子による病態 PS 03 05 06-10 蒲地　正幸（学外）

9.3 木 3･4 救急医学と産業医学 SO 01 04 01-04 遠藤　武尊（学外）

9.10 木 3･4 外傷再建チームの社会的重要性 （小テスト） PS 02 05 03, 04 善家　雄吉

9.15 火 1･2 災害医療 SO 01 05 01-03 二瓶　俊一（学外）

9.15 火 3･4 ショックの分類と治療 （小テスト） PS 03 05 02.03 尾崎　将之

9.17 木 1･2 集中治療医学 PS 03 05 15 未定 （学外）

9.17 木 3･4 外傷初期診療と外傷整形各論 （小テスト） PS 03 05 12 岡田　祥明

9.24 木 3・4 侵襲と生体反応 （小テスト）・最終テスト PS 03 05 06 尾崎　将之

救急医学

担当責任者　教授（救急・集中治療医学）尾崎　将之　　　
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担　　当　　者

【Emergency Medicine】


